
内
閣
衆
質
一
五
〇
第
二
三
号

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

森

喜

朗

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
西
村
�
悟
君
提
出
日
朝
交
渉
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
受
領

答

弁

第

二

三

号



衆
議
院
議
員
西
村
�
悟
君
提
出
日
朝
交
渉
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
条
約
（
明
治
四
十
三
年
条
約
第
四
号
）
に
関
す
る
政
府
の
見
解
は
、
平
成
七
年
十
月
五
日
の
参
議
院

本
会
議
、
同
月
十
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
及
び
同
月
十
七
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
村
山
内
閣
総
理
大
臣
が

答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
�
、
二
及
び
三
に
つ
い
て

現
在
、
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
質
問
の
諸
点
に
つ
い
て
我
が
方
の
方
針
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

政
府
は
、
平
成
七
年
八
月
十
五
日
に
村
山
内
閣
総
理
大
臣
が
発
表
し
た
内
閣
総
理
大
臣
談
話
、
平
成
十
年
十
月
八
日
に
発

表
し
た
日
韓
共
同
宣
言
等
に
お
い
て
、
過
去
の
植
民
地
支
配
に
よ
る
多
大
な
損
害
と
苦
痛
に
つ
い
て
、
韓
国
国
民
に
対
し
て

わ

反
省
と
お
詫
び
の
気
持
ち
を
表
明
し
て
き
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
四
十
年
の
財
産
及
び
請
求
権
に
関
す
る
問
題
の
解
決
並
び

に
経
済
協
力
に
関
す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
協
定
（
昭
和
四
十
年
条
約
第
二
十
七
号
）
に
お
い
て
、
日
韓
両
国

一



は
、
両
国
及
び
そ
の
国
民
の
財
産
、
権
利
及
び
利
益
並
び
に
両
国
及
び
そ
の
国
民
の
間
の
請
求
権
に
関
す
る
問
題
が
完
全
か

つ
最
終
的
に
解
決
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
、
日
本
国
が
大
韓
民
国
に
対
し
て
経
済
協
力
を
供
与
す
る
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
法
律
は
議
員
立
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
説
明
に
お
い
て
は
、
「
軍
人
軍

属
等
で
あ
っ
た
戦
没
者
の
遺
族
等
で
、
（
中
略
）
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
朝
鮮
半
島
等
の
出
身
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
援

護
法
ま
た
は
恩
給
法
の
適
用
の
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
」
、
ま
た
、
「
韓
国
政
府
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
、
戦
没
者
等
の
遺

族
を
対
象
と
し
て
一
時
金
を
支
給
す
る
立
法
を
行
い
ま
し
た
が
、
在
日
韓
国
人
の
方
々
は
対
象
外
と
さ
れ
て
お
り
」
、
「
結

果
的
に
、
在
日
韓
国
人
旧
日
本
軍
軍
人
軍
属
戦
没
者
遺
族
等
に
対
し
て
は
、
日
韓
い
ず
れ
の
国
か
ら
も
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
」
、
「
関
係
者
の
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
等
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
人
道
的
精
神
に
基
づ
き
、
在
日

韓
国
人
旧
日
本
軍
軍
人
軍
属
戦
没
者
遺
族
等
に
対
し
て
弔
慰
の
意
等
を
表
す
る
た
め
の
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
、
こ
こ
に
本
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

二



特
別
永
住
者
と
し
て
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
そ
の
国
籍
（
出
身
地
）
が
韓
国
・
朝
鮮
で
あ
る
も
の
の
数

は
、
平
成
十
一
年
十
二
月
末
現
在
五
十
一
万
七
千
七
百
八
十
七
人
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
昭
和
十
四
年
以
降
終
戦
ま
で
の

間
に
朝
鮮
か
ら
内
地
に
移
入
し
、
労
働
に
従
事
し
た
者
及
び
そ
の
子
孫
の
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
朝
鮮
人
内
地
移
送
計
画
」
及
び
「
強
制
連
行
」
と
は
何
を
指
す
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
現
時
点
で
、

昭
和
十
四
年
以
降
終
戦
ま
で
の
間
に
朝
鮮
か
ら
内
地
に
移
入
し
、
労
働
に
従
事
し
た
者
の
移
入
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

三


